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寒 川 町 介 護 保 険 条 例 新 旧 対 照 表  

現 行  改 正 案  

～ 略 ～  ～ 略 ～  

(保 険 料 率 ) (保 険 料 率 ) 

第 6条  平 成 2 7年 度 か ら 平 成 2 9年 度 ま で

の 各 年 度 に お け る 保 険 料 率 は 、次 の 各 号

に 掲 げ る 第 1号 被 保 険 者 (介 護 保 険 法 (平

成 9年 法 律 第 123号 。以 下「 法 」と い う 。)

第 9条 第 1号 に 規 定 す る 者 を い う 。以 下 同

じ 。 )の 区 分 に 応 じ そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に

定 め る 額 と す る 。  

第 6条  平 成 3 0年 度 か ら 平 成 3 2年 度 ま で

の 各 年 度 に お け る 保 険 料 率 は 、次 の 各 号

に 掲 げ る 第 1号 被 保 険 者 (介 護 保 険 法 (平

成 9年 法 律 第 123号 。以 下「 法 」と い う 。)

第 9条 第 1号 に 規 定 す る 者 を い う 。以 下 同

じ 。 )の 区 分 に 応 じ そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に

定 め る 額 と す る 。  

( 1 )  介 護 保 険 法 施 行 令 (平 成 1 0年 政 令

第 412号 。以 下「 令 」と い う 。 )第 39条

第 1項 第 1号 に 掲 げ る 者  24,900円  

( 1 )  介 護 保 険 法 施 行 令 (平 成 1 0年 政 令

第 412号 。以 下「 令 」と い う 。 )第 39条

第 1項 第 1号 に 掲 げ る 者  30,840円  

(2) 令 第 39条 第 1項 第 2号 に 掲 げ る 者  

34,860円  

(2) 令 第 39条 第 1項 第 2号 に 掲 げ る 者  

43,170円  

(3) 令 第 39条 第 1項 第 3号 に 掲 げ る 者  

37,350円  

(3) 令 第 39条 第 1項 第 3号 に 掲 げ る 者  

46,260円  

(4) 令 第 39条 第 1項 第 4号 に 掲 げ る 者  

44,820円  

(4) 令 第 39条 第 1項 第 4号 に 掲 げ る 者  

55,510円  

(5) 令 第 39条 第 1項 第 5号 に 掲 げ る 者  

49,800円  

(5) 令 第 39条 第 1項 第 5号 に 掲 げ る 者  

61,680円  

(6) 次 の い ず れ か に 該 当 す る 者  57,2

70円  

(6) 次 の い ず れ か に 該 当 す る 者  70,9

30円  

ア  地 方 税 法 (昭 和 25年 法 律 第 226号 )

第 292条 第 1項 第 13号 に 規 定 す る 合 計

所 得 金 額 (以 下「 合 計 所 得 金 額 」と い

う 。)                            

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

      が 125万 円 未 満 の 者 で あ り 、か

つ 、 前 各 号 の い ず れ に も 該 当 し な い

も の  

ア  合 計 所 得 金 額 (地 方 税 法 (昭 和 2 5

年 法 律 第 226号 )第 292条 第 1項 第 13号

に 規 定 す る 合 計 所 得 金 額 を い い 、 租

税 特 別 措 置 法 (昭 和 32年 法 律 第 26号 )

第 33条 の 4第 1項 若 し く は 第 2項 、 第 3

4条 第 1項 、 第 34条 の 2第 1項 、 第 34条

の 3第 1項 、 第 35条 第 1項 、 第 35条 の 2

第 1項 又 は 第 3 6条 の 規 定 の 適 用 が あ

る 場 合 に は 、 当 該 合 計 所 得 金 額 か ら

令 第 38条 第 4項 に 規 定 す る 特 別 控 除

額 を 控 除 し て 得 た 額 と す る 。 以 下 同

じ 。 )が 125万 円 未 満 の 者 で あ り 、 か

つ 、 前 各 号 の い ず れ に も 該 当 し な い

も の  

イ  (略 ) イ  (略 ) 

(7) 次 の い ず れ か に 該 当 す る 者  62,2 (7 ) 次 の い ず れ か に 該 当 す る 者  77,1
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50円  00円  

ア ・ イ  (略 ) ア ・ イ  (略 ) 

(8) 次 の い ず れ か に 該 当 す る 者  74,7

00円  

(8) 次 の い ず れ か に 該 当 す る 者  92,5

20円  

ア ・ イ  (略 ) ア ・ イ  (略 ) 

(9) 次 の い ず れ か に 該 当 す る 者  87,1

50円  

(9) 次 の い ず れ か に 該 当 す る 者  107,

940円  

ア ・ イ  (略 ) ア ・ イ  (略 ) 

( 1 0 )  前 各 号 の い ず れ に も 該 当 し な い

も の  99,600円  

( 1 0 )  前 各 号 の い ず れ に も 該 当 し な い

も の  123,360円  

2  前 項 第 1号 に 該 当 す る 第 1号 被 保 険 者

に つ い て の 保 険 料 の 減 額 賦 課 に 係 る 平

成 27年 度 か ら 平 成 2 9年 度 ま で の 各 年 度

に お け る 保 険 料 率 は 、同 号 の 規 定 に か か

わ ら ず 、 22,410円 と す る 。  

2  前 項 第 1号 に 該 当 す る 第 1号 被 保 険 者

に つ い て の 保 険 料 の 減 額 賦 課 に 係 る 平

成 30年 度 か ら 平 成 3 2年 度 ま で の 各 年 度

に お け る 保 険 料 率 は 、同 号 の 規 定 に か か

わ ら ず 、 27,760円 と す る 。  

～ 略 ～  ～ 略 ～  

(保 険 料 の 徴 収 猶 予 ) (保 険 料 の 徴 収 猶 予 ) 

第 1 3条  町 長 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に

該 当 す る こ と に よ り そ の 納 付 す べ き 保

険 料 の 全 部 又 は 一 部 を 一 時 に 納 付 す る

こ と が で き な い と 認 め る 場 合 に お い て

は 、納 付 義 務 者 の 申 請 に よ つ て 、そ の 納

付 す る こ と が で き な い と 認 め ら れ る 金

額 を 限 度 と し て 、 6月 以 内 の 期 間 を 限 つ

て 徴 収 猶 予 す る こ と が で き る 。  

第 13条  町 長 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に

該 当 す る こ と に よ り そ の 納 付 す べ き 保

険 料 の 全 部 又 は 一 部 を 一 時 に 納 付 す る

こ と が で き な い と 認 め る 場 合 に お い て

は 、納 付 義 務 者 の 申 請 に よ つ て 、そ の 納

付 す る こ と が で き な い と 認 め ら れ る 金

額 を 限 度 と し て 、 6月 以 内 の 期 間 を 限 つ

て 徴 収 猶 予 す る こ と が で き る 。  

(1)～ (4) (略 ) (1)～ (4) (略 ) 

(加 え る ) (5) 前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 町 長

が 特 に 必 要 が あ る と 認 め る 事 情 が あ

る こ と 。  

2 (略 ) 2 (略 ) 

(保 険 料 の 減 免 ) (保 険 料 の 減 免 ) 

第 14条  (略 ) 第 14条  (略 ) 

2  前 項 の 規 定 に よ り 保 険 料 の 減 免 を 受

け よ う と す る 者 は 、普 通 徴 収 の 方 法 に よ

り 保 険 料 を 徴 収 さ れ て い る 者 に つ い て

は 納 期 限 前 7日 ま で に 、 特 別 徴 収 の 方 法

に よ り 保 険 料 を 徴 収 さ れ て い る 者 に つ

い て は 特 別 徴 収 対 象 年 金 給 付 の 支 払 に

係 る 月 の 前 々 月 の 15日 ま で に 、次 に 掲 げ

る 事 項 を 記 載 し た 申 請 書 に 減 免 を 受 け

2  前 項 の 規 定 に よ り 保 険 料 の 減 免 を 受

け よ う と す る 者 は 、事 由 が 発 生 し て か ら

6月 以 内 に                         

                                   

                                   

                                   

                         、 次 に 掲 げ

る 事 項 を 記 載 し た 申 請 書 に 減 免 を 受 け
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よ う と す る 理 由 を 証 明 す る 書 類 を 添 付

し て 、 町 長 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。 

よ う と す る 理 由 を 証 明 す る 書 類 を 添 付

し て 、 町 長 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。 

(1)～ (3) (略 ) (1)～ (3) (略 ) 

3 (略 ) 3 (略 ) 

～ 略 ～  ～ 略 ～  

(罰 則 ) (罰 則 ) 

第 18条  町 は 、被 保 険 者 、第 1号 被 保 険 者

の 配 偶 者 若 し く は 第 1号 被 保 険 者 の 属 す

る 世 帯 の 世 帯 主 そ の 他 そ の 世 帯 に 属 す

る 者 又 は こ れ ら で あ つ た 者 が 正 当 な 理

由 な し に 、法 第 202条 第 1項 の 規 定 に よ り

文 書 そ の 他 の 物 件 の 提 出 若 し く は 提 示

を 命 ぜ ら れ て こ れ に 従 わ ず 、又 は 同 項 の

規 定 に よ る 当 該 職 員 の 質 問 に 対 し て 答

弁 せ ず 、若 し く は 虚 偽 の 答 弁 を し た と き

は 、 100,000円 以 下 の 過 料 を 科 す る 。  

第 18条  町 は 、被 保 険 者 、被 保 険 者      

の 配 偶 者 若 し く は 被 保 険 者      の 属 す

る 世 帯 の 世 帯 主 そ の 他 そ の 世 帯 に 属 す

る 者 又 は こ れ ら で あ つ た 者 が 正 当 な 理

由 な し に 、法 第 202条 第 1項 の 規 定 に よ り

文 書 そ の 他 の 物 件 の 提 出 若 し く は 提 示

を 命 ぜ ら れ て こ れ に 従 わ ず 、又 は 同 項 の

規 定 に よ る 当 該 職 員 の 質 問 に 対 し て 答

弁 せ ず 、若 し く は 虚 偽 の 答 弁 を し た と き

は 、 100,000円 以 下 の 過 料 を 科 す る 。  

～ 略 ～  ～ 略 ～  

 附  則  

 (施 行 期 日 ) 

 1 こ の 条 例 は 、 平 成 30年 4月 1日 か ら 施 行

す る 。 た だ し 、 第 18条 の 改 正 規 定 は 、

公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

 (経 過 措 置 ) 

 2  こ の 条 例 に よ る 改 正 後 の 第 6条 の 規 定

は 、 平 成 30年 度 分 の 保 険 料 か ら 適 用 し 、

平 成 29年 度 分 ま で の 保 険 料 に つ い て は 、

な お 従 前 の 例 に よ る 。  

 


